
転換契約での論文投稿の手引き

所属機関が転換契約を導入しているかどうか、または資金助成者の要件に準拠し
ているかどうかを確認する場合は、IOPPの「ジャーナルファインダー」ツールを利
用できます。

JUSTICE向けの暫定版：最終的な内容はライセンス契約に基づきます。

または、「転換契約と機関のオープンアクセス契約」にアクセスし、対象となっている可能性の
ある契約を選択してください。各契約ページには、全加盟機関と当該ジャーナルのリストが掲
載されています。

投稿の準備ができたら、投稿システムのScholarOneのステップ1～4に従ってください。

注:当該ジャーナルの中には、ScholarOne投稿システムを利用していないジャーナルもありま
す。

ステップ4では、ScholarOneの著者アカウントに保存されている情報から、責任著者の氏名、
所属機関、OrcidIDが自動入力されます。連絡先情報の変更は、著者アカウントで行うことがで
きます。

また、投稿フォームでActions(アクション)およびEdit(編集)を選択し、所属機関を編集するこ
ともできます。マッチング機関のリストから選択すると、転換契約の資金助成の対象となる論文
として貴稿が特定されやすくなります。

責任著者とは、原稿を投稿する著者であり、論文の投稿、ピアレビュー、発表のプロセスでジ
ャーナルとの連絡を担当します。

IOPPジャーナルファインダーに移動

https://iopp.chronoshub.io/?fq=


ステップ5では、優先する査読者、優先しない査読者を指定できるオプションがあります。

ステップ6では、論文をオープンアクセスで公開する場合のオプションが表示されます。オープ
ンアクセスのオプションは、ハイブリッドオープンアクセスジャーナルか、またはフルオープンア
クセスジャーナルのどちらに投稿するのか、また当該の権利放棄の有無によって異なります。

オープンアクセスを選択する前に、IOPPジャーナルファインダーツールを使用して、所属機関
とジャーナルが転換契約の対象となっているかどうかを確認することをお勧めします。

以下は、ハイブリッドジャーナルオープンアクセスの一般的なオプションです。TAの資金助成
を受ける条件を満たしていることが判明した場合は、以下を選択できます：Yes I acknowledge 
that there is an article publication charge payable if my article is accepted（. はい、私は自分
の論文が受理された場合に論文掲載料が発生することを認識しています



JUSTICEの会員機関の著者は、転換契約の下で年間に限られた数の論文についてAPCの資金
助成をうけることができます。資金助成は、受理段階で図書館員の承認が必要です。もし資
金助成が拒否された場合、著者はハイブリッド出版オプションを提供するジャーナルにおい
て、APC自己負担または負担なしで購読出版に戻ることができます。



重要：ハイブリッドジャーナルで発表する予定の貴稿がTAの資金助成の条件を満たしていな
い場合、または所属機関によって資金助成が拒否された場合、貴稿はサブスクリプションライ
センスに基づいて公開されます。

いずれのオプションを選択しても、転換契約の資金助成の条件を満たしているか否かの適格
性の調査は必ず実施されますのでご安心ください。

論文の初期評価の際に、転換契約の資金助成の対象かどうかを確認し、その結果をメール
でお知らせいたします。件名は:‘貴稿のオープンアクセスの選択：[論文ID]’(Open access 
options for your article: [article ID])

一部の転換契約では、IOP Publishingが機関から資金助成の承認を得る必要があります。この
場合、機関の承認が必要であることを通知するメールが届きます。

日本のJUSTICE会員機関の著者の皆様は、オープンアクセスで出版できる論文数には上限があ
り、さらに、日本応用物理学会のジャーナルにおける論文数にも制限があることをご留意くだ
さい。

貴稿が図書館の検証を必要としている場合に届くEメールです。



オープンアクセスを選択すると、CC BYライセンスの下で公開するオープンアクセス著作権フォ 
ームに署名するよう指示が表示されます。

検証が不要なほとんどの転換契約では、貴稿は契約の条項に基づいてオープンアクセスで公
開され、APCの支払いは発生しません。

所属機関が資金助成を承認する必要がある場合、貴稿が契約の条項に基づいてオープンアク
セスで公開される前に「検証」のステップがあります。資金助成が拒否された場合、貴稿はジ 
ャーナルサブスクリプションを通して公開され、利用可能となります。

当パートナージャーナルによっては、ScholarOneを使用していないものも若干あります。その
場合、投稿プロセスが異なりますが、助成対象となる可能性のある論文は引き続き資金助成
の対象として特定され、上記のEメールのいずれかが届きます。

転換契約の下で論文発表するための著作権フォームへの署名

CC BYライセンスの対象となるもの、それが重視される理由、署名方法については、ここをクリ 
ックしてショート動画をご覧ください。

https://www.youtube.com/watch?v=WtmJBFn9eo4&t=3s



